
概要：
事業構想のテーマに沿って、前期にアイデア開発ステージ、事業開発ステージ、後期に事業分析＋事業戦略ステー
ジ、事業展開＋事業計画ステージの要件を策定する。　※テーマはヘルスケアに限らず、全ての分野に応える。

ねらい：
事業構想を確立し、社会実装に向けた事業計画書、企画提案書、ときに政策提言、各種申請に活用する。

補足：講座を担当する西根は、｢プロジェクトマーケティング｣の実務専門家、かつ学術研究者として、ビジネス(企業案
件)、パブリック(行政事業)、アカデミア(学術研究)の３領域で指揮を執る。現在、国立研究開発法人AMEDの｢ヘルスケ
アサービス実用化研究事業｣｢予防･健康づくりの社会実装加速化事業｣の2つのプロジェクトにてPS(事業全体統括者)
を務め、国家プロジェクトをリーディングする他、日本マーケティング学会 理事として、従来のプロダクトマーケティング
に代わる｢プロジェクトマーケティング｣を始動する。

授業科目名 事業構想研究 担当教員

配当年次 2年次 学期

西根英一 科目コード

通年(前期･後期)

4単位(2単位･2単位)キャンパス 名古屋校 単位数

講義の概要とねらい

到達目標

・他者を説得できる発想力と構想力をともに備えたうえで、理想的な社会像や事業像から企業や地域などの構想を描
き出すことのできる能力を身につける。
・いかなる社会状況においても、開かれた視座のもと、広く社会課題を発見し、その解決への過程を描くことのできる
能力を身につける。



授業計画（前期）

授業計画（後期） 授業外の学習課題（予習・復習）

マーケティングアプローチのマーケティング(市場創出)とターゲティ
ング(顧客開拓)を策定する。合わせて、コミュニケーションアプロー
チの広告キャンペーンと個別プロモーションを計画する

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。復習として、マーケティングとターゲ
ティングのプランを完成する(次回発表)第5回

レクチャーとゼミナール形態にて進行し、発表･報告･講読･討論･講評を随時繰り返し行う。｢個｣創をもとに｢共｣創意識
を持つことによって、ゼミ内部での創発、ときに互換によって、事業が個の力以上に育つよう指導する。

授業外の学習課題（予習・復習）

第1回
前期オリエンテーション(アカデミックライティング、倫理審査チェック
シートの説明を含む)、ならびにアプローチテーマについての探索

テーマに係る問題意識を携える(予習)
＋課題意識を備える(復習)

授業の進め方と方法

能力を身につける。
・事業構想が解決する社会課題を論理的で建設的な議論を通じて見出し、他者に説明ならびに説得できる能力を身
につける。

キーワード

プロダクトマーケティング、発想法と分析法、趣意書と概要書、リサーチとスタディ、マーケティングアプローチ(ブラン
ディング、イシューイング、マーケティング、ターゲティング)とコミュニケーションアプローチ(プロモーション、キャンペー
ン)、ビジネスモデルとマネタイズモデル、予算計画と収支計画、分母戦略と分子戦略

第11回

第12回

事業の仮説となる全体概要図をもとに、事業の「検証」のための
フィールドリサーチ(定量アンケート調査と定性インタビュー調査)の
計画書を策定する

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。復習として、フィールドリサーチの
計画書を完成する(次回発表)

事業の戦略策定に向けたマーケティングアプローチとコミュニケー
ションアプローチについて体系的に理解する(策定実務は後期に行
う)

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。復習として、事業の戦略体系図を
完成する(次回発表)

第10回

第13回

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。復習として、発想的アイデアを再構
築する(次回発表)

事業構想のアイデアに係る「分析法」のアプローチを行い、アイデア
構築を多面的に精査する

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。復習として、分析的アイデアを再構
築する(次回発表)

第8回

第5回

第6回
事業のWHYに係る「背景」と「目的」を定め、事業の趣意書を作成す
る

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。復習として、事業の趣意書を完成
する(次回発表)

事業のWHOに係る「対象」、WHATに係る「内容」、HOWに係る「方
法」を定め、事業の全体概要図(ポンチ絵)を作成する

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。復習として、事業の全体概要図を
完成する(次回発表)第9回

第2回

第7回

第3回

第4回

事業構想のアイデアに係る「発想法」のアプローチを行い、アイデア
構築を多面的に精査する

第14回

第15回

事業の中間成果を発表する(中間発表会に向けたゼミ内発表)
個人発表の準備を要す。復習として、ア
ドバイスとコメントをもとに中間発表に
臨む

第1回 後期オリエンテーション、ならびにフィールドリサーチの報告
フィールドリサーチの報告を準備する。
復習として、テーマを再調整する

第2回 マーケティングアプローチのブランディング(商材開発)とイシューイン
グ(普及啓発)を策定する。合わせて、コミュニケーションアプローチ
の広告プロモーションとＰＲキャンペーンを計画する

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。復習として、ブランディングとイ
シューイングのプランを完成する(次回
発表)第3回

第4回



第11回

第12回

事業構想計画書の要件を確認し、論点を整理する
事業構想計画書の執筆を細やかに進
める

第13回

第6回
事業展開に向けたビジネスモデルとマネタイズモデル、予算計画と
収支計画、経営計画を策定する

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。復習として、収益化事業プラン一式
を完成する(次回発表)第7回

教科書・参考書

第14回

事業の最終成果を発表する(最終審査会に向けたゼミ内発表)
個人発表の準備を要す。復習として、ア
ドバイスとコメントをもとに最終審査に
臨む第15回

第8回
事業の経営計画(PLとBS)と成長プラン(分母戦略と分子戦略)を策
定する

予習として、教科書(該当頁)を読み込
む。復習として、上市化事業プラン一式
を完成する(次回発表)第9回

第10回

事業構想計画書のメインストーリーを作成する
事業構想計画書の執筆を速やかに進
める

・西根英一『ヘルスケアビジネスの図本Ⅱ』2023年4月.
　書籍　https://healthcare.official.ec/
・西根英一「事業構想に求められるビジネスローンチとビジネスグロースの2ステップ」事業構想研究3: 21-28, 2020.
　論文　https://sentankyo.repo.nii.ac.jp/records/34

教科書をもとに、各回に沿った資料を提示する。

成績評価の基準及び方法

前期15回･後期15回を通じた事業構想への取り組みを評価の80%に設定する(｢事業構想の中間計画書｣｢事業構想の
最終計画書｣作成は修了条件)。残り20%は、ゼミ内の“共創”への参画度を平常点とする。

・前期終了から後期開始の夏季期間中、フィールドリサーチ(各種の社会調査、たとえば専門家へのヒアリング、想定
顧客へのグループインタビュー、潜在顧客層へのアンケート調査等)の実施が想定される。
・前期末の中間発表会、後期の中間審査会、後期末の最終審査会の発表準備にまとまった時間を要す。

オフィスアワー

講義当日は名古屋校、その他の時間帯はTeams内で対応する。

その他

参考書、講義資料等

本科目と対応するディプロマ・ポリシー
ＤＰ① ＤＰ② ＤＰ③

事務局記入欄

2025年度科目との読み替え


